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スーバー式
'デ

オ・ セツトの

量産が困難を胃して費施され

てい0.流れ作彙方式を採リ

上げた早川電機の場合一

新しいラデォの量壺方式

職争でなけなしの資材をドプにぶち込tFよ うなことを

,したおかげで,贅 村12少 なく何虚でも“贅材,贅ぽ とぃ・

●幕がやかましぃ.,1てて加えてインフレによる贅喩難

一
こんな懸|ト レ 下聯 て12'デ 堪 界ならずとも一

薇にJ二成を腋けることの苦しさitすでに衆知の鶏りであ

●.な ん1か +:1を むしごえす1&ぱ とし・ うのが業界0鶴

らぬalであるが,田民のJFである予ヂオの生産はどうな

“つているか。一時ヤれ颯空瞥がなぃ.何がなぃぅかがな

ぃとぃわオして本たが,流れ作集方式を探Лlし てしろン十

―プ受信機0早 l円電籠セ製ぃて見よう。

近準ラデ十の製遣lttt Lて 活況を零し,員 壺管亭補の

.lF韓 に伴ぃ11五

'l 

μttlt特に橋部 Lしてぃ0感 が難ぃ。

ラヂ十ゆ賜買力は農濾村の好祀l,つ れて増加してぃ0し

―餃め輔響t lP珈 して ,製逮に抽庫セかけている.件 じ

大きぃ11オ カをイFす る■1場でt鳳材料,部品の面で鵬的

せらil,そ 1111た め上薩壼欲が余仕制がれた藤になつて

需 υ鱈1材料の綸人11綸が要鯉さ1■ていろ。早川電籠で11

昨1,1'"以来
'デ

オの販吏籠幣が①を割つて入衆に本仕

しているとかで。おかltFて 利洵が縛《贅材t⑮ によ●配

綸以外にl用ルートから人手ナること
`t出

業ず,贅 竹面か

ら0醸 地が大きい,じで費材さえ手に入れば今より:よ う

んと作つて陣覧に入4L a… …と井上Jl場長の話 .

,デ ォ桑界で11再上式からスーメー式に切待えがFrわ

れてぃる.早川電機では最近スーパー音風40'デ オ 0

セツト「6R」 が好評セ博 してい00で ,日 下この製作に

大童である.セ ツト0●椰は力宙.中にキヤピネツト●

童匠に警Lが拐ゎれ,新新なものが金目されてぃる。ヌ

"パ ー菫の生産職況は着手した2‖ セ100と すれば,3月

はそo2鮮 ,41:i更にそ04惜 となワ生産ll毎 月上昇0

線を迪つている。

ところで一体m立はどんな方iA・ で脅われていうだろう

か,コ ンペャーによる識』LfTaは 寅現が田感だといわれ

て来てぃろ。その理由としてはスーパー猟と目贄覆とを

比敏ナらに都‖:の数がスーパ‐粗ll甲鮭猥の賛位になつ

ている。共慮で組立が田障鶴され ,よ リー層組とに数青

を晏する.ス ーパー■セ田氏現諄糠に飢立て工報を細分

化すれば 2 fIIっ f掌葉 [報 になるわけであり,一方技脩者

もそれに鷹じた敏を嬰する。このことl二 人件費が織み超

親面に入さく響く。最 t田

“

mさ れこ鮎はダイヤルロ菫

0議で1翼 民■に於てil渕 オ援に1台の調整が可能であろ

がス…パー■でlt優 にその借●1諄間を要す0.織 つて贅

れ作果でlqユミ理と同犠壼071Lき で組こをすoと す4■ ば目

数の■整人llで は議壼が遅1し ,仕亭が部潤めとなる。縮

Ll劉察のArlを JOす か,事tt● 遠露セ思らせ 3か倒れⅢ

をとられ!rな らぬ。こ1しては濾4し fr彙 ●鷹味がf.・ くなつ

て来ろ。そこで裁t能・・Hnlに流れ作業を通苺す0た め ,

祖こ工機は出来ら鳳り能率的に綱分し,一方□整との3・

和を目る方法1考え,コ ンペヤー.に よう作稟0工銀の間

隔題騨 間を調師出来るようにし,ダ イヤル覇盛と覇ト

を合わせ 0よ うにす●方法もあ●.彙界ではこういつた

猫セ考え魯卜なら1人1台 Oa車が多く採られていること

も青かれ●.た またt洩れ作裁方式ヒ4つても手押 し0
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龍れ伸■方式海 1人で10■工橿を受け持つ饉魔に移つて

ぃる。1人 1台0風立方式からヨンペヤー0澁れ作彙方式

に韓長するにしても捜告書●曇成に多人0時間セ要し,

人員の増加を必甍とす0た め饉費1賞むことになり,切

換えまでに時間と。1時的乍ら生産セ停領せしめ0こ と

になり・譴督者にlt幣手となつて1人1台の方式から位け

・●らなぃのが寅情である。更に生産歓量と贅材資金0同

題.上鷹劇Tてといつた■僣・L?困難な條件が■わり,

賞■債儀としたal立方式がJtけ られてぃう。コンペヤー

によO E4L作 彙は

“

準日からの管理確準を発分に行うこ

とがrF晏であり,技青れ ―‐餃に比の方面への日●セ尤

分携つていなぃ貼も指摘され籍●.コ ンペ年一による出

れ作露は技脩的日からは決して不可能なこ:で はなく寅

行すればガ分行われ繹る0であるが,中 小の
'デ

オはこ

0“率的なも0の考え方よりも,も つと鳳前0倒 :'日 0

方法といつた手よリロヽ●方式を1子 むらしい。・・…

早川電機に旋てはこの技青的難鮎も可腱ならしめて鳳

立上田 よ票付―ァ■絲一―ダイヤル

“

菫●願lFて ら,配

線はヨンペヤ"0間隔■韓時間を″タトの中心に鶴後0

ェ犠が通行している.各工程劇に■べて0性鶴メ餓重に

強壼t ttて 自品となるのであ●.軍 ft二塁は14戯 時にて

詢量生産がfrわれてぃる。コンペヤーによる配線の性れ

作菫を見るに.一つの工程から次の工機に募る時日は言

口は1,30砂で。この1分

"抄
棒に組立品は夫0人の手に

移つて:=く .熟練 した工員が摯張して1カ m秒。同に受

持●仕事セ棒りD次 0人に澁す●であるが ,IIl事で持わ

を離れる人もあるこキだし,そ 0た めに■籠陣が段けら

れ 。|そ こに1=霧線者と
=人

●1日が理愛さ4Lて ぃる。ヨ

ンペヤーの働で仕事をす0人選を常後から欅助して必要

な部品セ関けた
',用

事で持場セ離Itろ 人にRつて仕事

を讀け0こ
`と

になつてい0.コ ンペヤーの前で仕事をす

o人が郎品を請求すると書は赤の電螢で,持場を離れる

と0は 自0電鳳セ獣燿 しその電■の下に書手がつけてあ

り3■●陣0人に見やすい場所に電饉セ籠えて合目をす

ることになつている。・踏腱だけ7Cは■●諄0人が鍋付か

ない場合がある●で岡時にベルが■るようになつている

そうしてm立て0手書体めることな
`作

業を饉り0わけ

で,3.部品セうtく 欠かさずに軍付者に選ることは流

Ⅲ鰤猥たかても最も重要なことで,'4F十の如1小さな

郷出セ快いても髪品に■らなぃものではこの椰10卜1滑

な侯船がうt《 行われないと作桑に支障を来たす,菫マ

は良《そ0鶴に注童が梯われてい0.コ ンペヤ"0歯で

仕ヽ事セサ。人を■てい0と ,機械に人間が使われるとよ

くぃゎれてぃろポ。ここでは人が鶴艘をうtく 使いこな

してぃo感が日かつたT“ この作颯で1口 何台位出来ます

か'と 0凛人の質日に射し,嗜目0正凛耐 ロセ1分 30

0■彙諄すれば上■■■出tデ■ 0こ とで。・ ははあん

''と ぃうところ.静伸nlt職時中特に颯しくいわれ.

償空機組立工場で操用された方式であるが,こ このそれ

は16手前から裸川され,配

“

作■0ヨ ンペヤーを110に

1分から3分0個円セ自由に加減され1■ろ螢置になつてい

る。この装置で日民■0'デ オ●l立 を 1分間隔に短縮 し

20工程に分割 して ,1日 7∞台セ糧 Lげ たratを 持つてい

0,

澁れ作盤の質とEO薔暖・流れ作熱でぃくら遺的に出

来ても,質的に不良では上慮田的セ撻せら4Lない。イす颯

の悪、ヽビー,ピ ーいう
'デ

オ.″ ―Dガ ~い うもの・では

役には立たない。そこで質的組賞者を流れ作業:l]に 配し

て不良出0前選を喰止めるため,配線繊―
調整……

線全状瞼セl'つ てい0。 その分にンールド●ルーム内で

抽出‖書田 rわれて・ 質0低 ドセ防止している。●l

立作彙に量的上壼ノ、帥ガ・質ntJ生産人
"ア

」のHl合 せによ

つて職場が構成さ4してい0.

ll轟と電燿 .り10さ ,Mり」が生産能準に彗くことは大

0ぃ し,そ こで工場の鮒り1を 完全にし
‐
C it41作 塗を1'ラ

ことに留意され。自然ウ胆り10人 :κ ra出に1■螢光熾を
'1

ぃて相ツてい0。 螢光壼・(1年業者●鵬/J贅

"逢

少なくす

るように配鳳さ4し ているわけであ●.螢光燎0ド に
^―

パー●完全な調整計諄が腱りなく‖盛セ遭まれ
‐
Cぃ 0.

部品について11中間試ぬが■晏祀ずられ ,1個毎ド精宙

楡全をし,部品0性能O lul上 に,めてい0.部 品の試腱

は今超0如 0人 の知■によ0試瞼セ俳し,鑢べて計みに

よつてぃる.ll「4は 自凛製が多ぃが裁も雪ユが警心と努

力を働つたものである。計彗を使J」 す0こ とにより製品

5trら がなく.質 もlilj上 して率てい0.熟腱‐1l t今迄の

ように日と耳0鰐■による船避に領るだけでなく,正確

な0■ を保llす 0よ うに,力 してい。.

m捜

“

と4o繊4 襲出●贅‖的質の改善を目るた

め研究椰を数け,製泄投関L疇究haiゥ 技日の曇をな連幡

セなして作業」ifrゎ 13て ぃ0.研究部●試1卜 を鯉て来た

新しい製損を鴫 で量生産に移す場合,現場技鯛 2暮 ら

量の責任に言り,製品の質IEDI究 部,試作を担笛したIt

目が現場に鎮期間選出して■0改啓を目
',簡

者のダイ

ァツプにより,質 と量の問題セ解決せんとしてい0.

研究椰l■ 2澤 から成り,第 1課は基礎研究,第 2凛は拭

作,第 3薇は票資決炒 製品0研究をなし,現腸技‖と

共同しF肝寛している。少量上嵐時代が多量ユ慮に移行

サ1しば軒究投蘭は日死部に再び復鰤 して新しい研究諄■

を持つことにな0。 そうして研究,改諄,試作,寅付●

員はそ0郷鷹表彰が1'われ ,特に研究技薔lli工・メく遇せ

られ,嵐 まれた地位にある。研究の情暴絆滸を得オLば無

癸金を出し,研究者に一■でも多く書霜セ買つて貫つて

腱學0■會が興えられ0よ うになつていろ.比

“

では警

兜書は研究が生活とまでになつているわけであら.
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